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Many Educational and Attracting Urban Public Facilities such槌 zoosand museums are faced with fiscal and mana-
gerial problems and requested to refonn themselves in these days. Asahiyama zoological park is one of the famous 
valuable example that once went to the crisis of closedown and recovered fonn it through the success of reformation. 
百lispaper tries to analyze the reformation process and management system of Asahiyama case and extract its features. 
The refonnation process of Asahiyama zoological park is classified into 3 stages : first 陶酔(1967・1983)，second 
stage (1984・1996)and third stage (1997-2005). By comp町ingthe number of visitors with the facility improve-
脱出，reformation process， 1 found血efollowing 3 points : 1)vision type reform emerges in the second 陶酔，innova-
tion type refonn emerges in the third stage， 2)in the vision type refonn the・raisond'etre' of血ezoo itself is called 
into question and vision sharing is made， 3)in the innovation type refonn， a technical innovation called‘behavioral 
exhibition' is in位oduced.
Next interview with officers of Asahiyama zoological p町kand Asahikawa city hall elucidates that the management 
system of Asahiyama zoological p町khas 4 excellent points出 fol1ow: 1) an individual behavior is controlled by 
vision and guiding principle of behavior， 2)it makes a flexible network， 3) it needs autonomous workers， 4) it 
attaches importance to try and e町uron the spot. 
From these findings in Asahiyama zoological park， itis pointed out that vision type refonn and innovation type 
reform were pursuing step-by-step， and organizations are managed by 4 elements: vision and guiding pr凶cipleof 
behavior，org副ricnetwork， field-trial principle and autonomous workers. Finally the reform is promoted by three fac-
tors: innovative organization， organizational knowledge creation， and knowledge workers. 
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Peters and Waterman [1992]が述べている革新的な企業組織の定義や、 Simon[1957]の認知限界理論に代
表される従来の外部環境に受動的な組織論に対して、内部からの知識創造によって外部環境に能動的に働き
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表1 旭山動物園入園者数の推移
(2006年41"9日現在:旭山助物園HP資料を元に加工)
卜¥ 人間者数 前目 考夏期間岡 (4H下旬ー10月) 冬期閲困 (11-4月上旬) 総計 1盟側・!1.!新 入国料等有料人数無料人数 ~朋計 有料人数無料人数 冬期計
1967年度 330.579 127，629 458，208 。 。 。458，208 大人100円、中人50円
小人10円
1968年度 227，180 169，108 396，288 。 。 。396，288 サル山建設
1969年度 253.034 181，957 434.991 。 。 。434，991 
1970年度 261，810 160，090 421，900 。 。 。421，900 ホッキョクグマ合建設
1971年度 196，250 201，521 397，771 。 。 。397，771 小学、老人無料化
1972年度 200，762 225，990 426，752 。 。 。426，752 
1973年度 194，846 215，170 410，016 。 。 。410，016 トナカイ合建制
1974年度 195，261 271，151 466，412 。 。 。466，412 サル舎建設、飛行培新設 中学生無料化
1975年度 187，546 260，658 448，204 。 。 。448，204 メリーゴーランド更新
1976年度 198;ω9 300，441 499.050 。 。 。499，050 大人200円
1977年度 190.591 297.786 488.377 。 。 。488，377 ゴリラ舎建設、iJ.汽I事更新 遊具オール50円
1978年度 191，059 309.676 回0.735 。 。 。500，735 猛禽舎建設、 5ω万人突破 (5/14)
チェアタワー史新
1979年度 196，911 359.989 556.900 。 。 。556，900 観覧*、ポー ト、ジャイロ更新
1980年度 174.131 322，081 496.212 。 。 。496，212 大人4∞円、遊具100円
1981年度 378.926 536.820 。 。 。536，820 水禽合目!段、 機関誌「モユク・カムイj157.894 
アストロファイタ一新設 発行開始
1982年度 159，656 375.977 日5.633 。 。 。535，633 
19邸年度 191.380 405.753 597.133 。 。 。597，133 コースター、ドラゴン新設 大型遊具導入
1984:年度 165，933 385，却7 551，220 。 。 。551，220 
1985年度 153，267 382.824 536，091 。 。 。536，091 ゴーカート2∞円、 300円
1986年度 146，597 362，臼8 509，245 。 。 。509，245 ワンポイントガイド開始
1987年度 141，470 318，865 460，335 。 。 。460，335 1，0凶万人突破
19槌年度 144，067 341，577 485.644 。 。 。485，644 メルヘン、飛行塔更新 大型遊具再導入
1989年度 139，716 312.308 452，024 。 。 。452，024 消費税3%(410円)
19的年度 135，336 299，789 435.125 。 。 。435，125 
1991年度 147，384 313.992 461，376 。 。 。461，376 消費税凍結 (400円)
1992年度 123，860 235.456 359，316 。 。 。359.316 
1993年度 134.451 259.235 393.686 。 。 。393，686 
19例年度 97，506 187，404 284，910 。 。 。284，910 途中閉閏(エキノコックス)
1995年度 124，950 157，838 282，788 。 。 。282，7朗 消費税3%(410円)
1996年度 124，557 136.265 260，822 。 。 。2伺.822 市長吏代
こども牧場 (4/27) 消費税5%(420円)
1997年度 136，006 170.249 306.255 。 。 。3侃.255ととりの村 (9/7) パスポート開始
観覧車、ジェットボー ト更新 9月迄500円、10月-520円
1998年度 155，799 196.488 352，287 。 。 。352.却7せせらぎ (4/29)
もうじゅう賠 (9/27)
1999年度 175，193 220，024 395，217 。26，667 26，667 421，884 さる山 (7/25) 冬期間間開始
メリーゴーランド更新 (11/7-3/28) 
2000年度 幻2，051 267，270 499.321 。40，567 40，567 539，邸8べんぎん館 (9/10) 1，500万人 (9/15)
大人580円、冬期290円
2仰1年/j( 260，617 287，141 547，758 16，795 1，331 28，126 575，884 オランウー タン合 (8/12) 夏期パス1，000円
冬期パス500円
2002年度 302，979 305，080 608，059 却，446 23.926 62，372 670，431 ほっきょくくま館 (9/21)
2003年度 399，019 336，195 735，214 56，233 32，449 88，682 823，896 正月間回開始(1/2-5)




2005年度 1.幻3，022 442，413 1，675，435 318，748 73，501 392，249 2.067，684 くもざる・かぴばら館(8/7)冬期580円
2，ωo万人 (9/14)
2006年度
























































具体的な形として r1 4枚のスケッチ」として表したD これは、旭山動物園の将来のあるべき姿であり、現
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14 : 50-16 : 20 管理事務所
園長
2006年3月1日(水) 商工観光部




12 : 00-13 : 00 こども牧場
商工観光部次長
2006年3月1日(水) 商工観光部
























































































































































































































図長 飼育員 広報担当 尚主観光都
動物園の位置付け 社会教育施設 社会教育施設 観光集客施設
基本
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(1 )革新的組織 (InnovativeOrganization) 
Peters and Waterman [1992]は、イノベーションの展開能力に優れ、外部環境の変化に対応力を示し、高
















































⑥ 基軸から離れない ビジョンとしての r1 4枚のスケッチjの尊重
⑦ 単純な組織・小さな本社 少数精鋭、フラットな組織
⑧ 厳しさと緩やかさの両面を同時に持つ 行動指針の徹底と大きな自由度
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